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山
梨
県
告
示
第
五
百
二
十
三
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
起
業
者
の
名
称

社
会
福
祉
法
人
清
長
会

二
　
事
業
の
種
類

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
敷
島
荘
駐
車
場
整
備
事
業

三
　
起
業
地

１
　
収
用
の
部
分
　
甲
斐
市
大
久
保
字
村
東
地
内

２
　
使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
を
認
定
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
敷
島
荘
駐
車
場
整
備
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
法
第

三
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
「
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
よ
る
社
会

福
祉
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
第
二
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
で
あ
り
、
現
在
、
甲
府
市
内
及
び

甲
斐
市
内
に
お
い
て
、
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
に
規
定
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年

法
律
第
三
十
七
号
）
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
及
び
知
的
障
害
者
授
産
施
設
、
児
童
福

祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
規
定
す
る
児
童
居
宅
介
護
事
業
等
の
社
会
福
祉

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
事
業
は
、
理
事
会
が
承
認
し
た
も
の
で
あ
り
、「
起
業
者
が
当

該
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
こ
と
」
と
い
う
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
該
当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

（一）

申
請
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

本
事
業
は
、
起
業
者
が
甲
斐
市
で
経
営
す
る
社
会
福
祉
施
設
の
利
用
者
及
び
従
事
者
が
使
用

す
る
駐
車
場
が
手
狭
と
な
っ
た
た
め
、
増
設
す
る
事
業
で
あ
る
。
起
業
者
は
、
順
次
事
業
を
拡

大
し
て
き
た
た
め
、
現
在
の
駐
車
場
で
は
、
利
用
者
の
増
加
及
び
従
事
者
の
増
加
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、
や
む
を
得
ず
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
な
い
箇
所
に
も
駐
車
し
て
い

る
。
更
に
、
当
該
施
設
で
は
災
害
時
及
び
緊
急
時
に
駐
車
場
を
避
難
所
に
し
て
い
る
が
、
現
在

の
状
況
で
は
避
難
所
の
機
能
を
有
し
て
い
な
い
。

本
事
業
が
完
成
す
る
と
、
駐
車
場
の
不
足
が
解
消
さ
れ
、
災
害
時
及
び
緊
急
時
の
避
難
所
も

確
保
で
き
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
。

（二）

申
請
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
、
工
事
期
間
中
の
騒
音
及
び
振
動
に
起

因
す
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
造
成
面
積
は
小
さ
く
、
予
定
建
築
物
も
な
い

こ
と
か
ら
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
失

わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（三）

代
替
案
と
の
比
較

本
事
業
の
施
行
位
置
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
、
経
済
性
、
環
境
等
の
要
件
を
考
慮
し
選
定
さ

れ
た
三
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
本
事
業
の
起
業
地
が
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す

最
も
適
当
な
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（四）

比
較
衡
量

（一）
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
（二）
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結

果
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
（三）
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
の
起
業
地
は
、
代
替
案
と
比
較
し
て
最
も
適

切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
」
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
六
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

七
四
五

山
梨
県
公
報
平
成
十
八
年

十
月
十
六
日

第
千
七
百
六
号

月　曜　日



４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

（一）

申
請
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
敷
島
荘
の
利
用
者
及
び
従
事
者
の
駐
車
場
が
手
狭
と
な
り
、

や
む
を
得
ず
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
な
い
箇
所
に
も
駐
車
し
て
い
る
。
更
に
、
当
該
施
設
は
、
駐
車

場
を
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
で
は
機
能
を
有
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
早
期
に
本
事
業
を
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

（二）

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
申
請
に
係
る
起
業
地
は
、
施
設
利
用
者
及
び
従
事
者
の
増
加
に
よ
っ
て
生
じ
た
駐
車
場
不

足
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
起
業
地
の
範
囲
に
お
い

て
、
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用
に
は
な
じ
ま
な
い
た
め
、
収
用
と

す
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（三）

収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
性

以
上
に
よ
り
、
本
事
業
は
、
「
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
該
当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

甲
斐
市
役
所
企
画
課

公
　
　
　
告

'

大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
昭
和
町

か
ら
聴
取
し
た
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
そ
の
意

見
を
山
梨
県
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
十
六
日
ま
で

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

１
　
名
称
　
東
京
イ
ン
テ
リ
ア
家
具
甲
府
店

２
　
所
在
地
　
甲
府
市
国
母
七
丁
目
九
百
二
十
六
番
二
外
及
び
中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
字
中
曽
根
三

千
七
百
六
十
五
番
外

二
　
届
出
の
内
容
及
び
公
告
日

１
　
内
容
　
新
設

２
　
公
告
日
　
平
成
十
八
年
六
月
十
五
日

三
　
意
見
の
概
要

廃
棄
物
等
の
保
管
及
び
処
理
に
つ
い
て

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
十
八
年
九
月
三
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
三
友
建
設
株
式
会
社

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
中
央
四
丁
目
五
番
四
十
号

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
望
月
猛

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
・
特
│
一
三
）
第
九
一
号

四
　
処
分
の
内
容
　
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
係
る
特
定
建
設
業
の
許
可
の
取
消

し
五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
十
八
年
八
月
三
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止
し
た

旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
十
八
年
九
月
七
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
小
澤
工
業
株
式
会
社

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
韮
崎
市
清
哲
町
青
木
千
四
百
十
二
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
小
澤
貴
人

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
・
特
│
一
三
）
第
一
〇
一
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
六
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

七
四
六



四
　
処
分
の
内
容
　
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
ほ
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
　

工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
特
定
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
十
八
年
七
月
二
十
五
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止

し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
十
八
年
九
月
十
九
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
丹
澤
建
設
工
業
株
式
会
社

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
市
川
大
門
二
千
七
百
九
十
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
丹
澤
淳
人

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
・
特
│
一
四
）
第
九
九
三
号

四
　
処
分
の
内
容
　
造
園
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
並
び
に
建
築
工
事
業
に
係
る
特
定
建
設

業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
十
八
年
九
月
十
一
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止
し

た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
十
八
年
九
月
十
一
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
甲
建
工
業
株
式
会
社

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
相
生
一
丁
目
九
番
六
号

３
　
清
算
人
の
氏
名
　
堀
内
秀

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
一
四
）
第
一
三
〇
四
号

四
　
処
分
の
内
容
　
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工

事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
十
八
年
九
月
五
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止
し
た

旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
十
八
年
九
月
十
九
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
株
式
会
社
天
川
組

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
州
市
塩
山
千
野
五
百
五
十
九
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
天
川
貴

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
・
特
│
一
四
）
第
一
三
七
一
号

四
　
処
分
の
内
容
　
管
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
十
八
年
九
月
十
二
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止
し

た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

富
士
吉
田
市
上
吉
田
字
中
原
四
二
〇
五
の
六
、
四
二
〇
五
の
七
、
四
二
六
〇
、
四
二
六
一
、
四
二

六
二
、
四
二
六
三
、
四
二
六
四
の
一
及
び
四
二
六
四
の
二
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
及
び
富
士
吉

田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
六
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

七
四
七



三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

富
士
吉
田
市
下
吉
田
五
百
三
番
地
　
芙
蓉
建
設
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
大
森
彦
一

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
六
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

七
四
八


